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第１ 平成 26 年度仙台市安全安心街づくり基本計画への取り組み 

基本目標１ 市民一人ひとりの防犯力の向上  

 

１ 防犯知識を深め、危険察知等の防犯力を高める 

 (1) 市民の防犯意識啓発 

  ① 春・夏・全国・年末年始の地域安全運動期間を中心に、懸垂幕やのぼり旗の掲出、

啓発用チラシ・リーフレット・啓発グッズ等を配布し、防犯意識の高揚を図った。 

（市民局・各区） 

  ② 毎年秋に実施される「全国地域安全運動」に合わせて「仙台市大会」を開催する

とともに、各地域において地域安全運動出動式やイベントを実施し、防犯思想の普

及啓発を行った。                      （市民局・各区） 

  ③ 市ホームページ、各種情報誌に加え、仙台市メール配信サービスを活用するとと

もに、各世代向けのリーフレット等の作成・配布、特殊詐欺などを特集した消費生

活情報誌の配布、防犯に関する情報を提供し、市民一人ひとりの防犯力の向上を図

った。                   （市民局） 

  ④ 特殊詐欺被害防止の啓発グッズやチラシを配布するキャンペーンを実施し、高齢

者を中心とした被害を未然に防止する呼びかけを行った。        （各区） 

⑤ 自転車盗難防止のためのワイヤーロック錠や啓発チラシを配布する街頭キャンペ

ーンの実施など、身近に起きる犯罪被害からの未然防止のための啓発活動に取り組

んだ。                               （各区） 

 

 (2) 防犯学習機会の提供 

   老人クラブ・市民センター・町内会等での出前式防犯講座、地域包括支援センター

等での高齢者を対象とした防犯講座、障害者施設職員・利用者を対象とした障害者防

犯講習会、教育委員会における各学校での防犯教室、中・高校生を対象としたデート

ＤＶ防止出前講座、市民センターでの子どもを対象とした地域安全マップ作り講座や

平成 26 年度仙台市安全安心街づくり基本計画への取り組み・ 

平成 23 年度から平成 26 年度までの取り組み総括と課題等 

 刑法犯認知件数の大半を占める窃盗や暴行、強制わいせつ、詐欺、悪質商法など、市

民の身近な場所で起きる犯罪を未然に防止するためには、市民一人ひとりが高い防犯意

識を持ち、自分の身の周りから防犯対策を行うことが重要です。 

 このような市民自らの主体的な行動が、安全で安心な街づくりの基本であり、最大の

防犯力となります。 

 また、市民一人ひとりの防犯力の向上を図り、日常生活における安心感を高めていく

ために、市民の防犯意識及び規範意識の高揚を図っていくことが重要です。 
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一般市民を対象とした防犯講座等、警察等の関係機関と連携しながら講座を開催し、 

市民への防犯に関する知識の提供や犯罪への対処方法などの普及に努めた。 

（市民局・健康福祉局・教育局・各区） 

   ■対象別講座回数 

・防犯出前講座 33 回(1,221 人) 

・くらしのセミナー 52 回(1,655 人) 

    ・地域包括支援センターにおける高齢者防犯講座 138 回 

    ・障害者防犯講習会 7 回 

    ・市民センターにおける防犯講座 27 講座(1,964 人) 

    ・学校における防犯教室 各学校にて適宜開催 

    ・デートＤＶ防止出前講座 9回 

    ・消費者被害防止のための学校への出前講座 10 回(1,756 人) 

   ■各区における講座回数 5回 

 

２ 安全教育の充実による規範意識の向上、非行防止の取り組み 

 (1) 規範意識の向上の取り組み 

  ① 市内小・中学校において、いじめゼロキャンペーン等の啓発活動を実施し、児童

生徒の規範意識の向上に努めた。                  （教育局） 

② 市政だよりや仙台市防犯協会連合会ホームページへの広報記事の掲載や、機関紙

「ニュー防犯せんだい」の回覧による広報啓発を行うとともに、警備業セキュリテ

ィフェアに防犯展示ブースを出展し、市民の規範意識の向上に努めた。 （市民局） 

 (2) 青少年への指導・相談 

  ① 各学校において、警察と連携し、学校の実情に応じた児童生徒に対する非行防止

教室を実施した。                         （教育局） 

  ② 繁華街や仙台駅周辺、ゲーム場等において街頭指導を実施し、青少年の非行の未

然防止や早期発見、健全育成を図った。             （子供未来局） 

   ■街頭指導人数 902 人 

  ③ 児童相談所や子供相談支援センターにおいて、学校、警察、家庭裁判所、児童自

立支援施設と連携し、青少年の非行や問題行動に関する指導・相談を行った。 

（子供未来局） 

   ■児童相談所における非行相談受理件数 73 件 

   ■子供相談支援センターにおける相談件数 

・面接相談 29 件（90回） 

・ヤングテレホン相談 935 件 

・ヤングメール相談 7件 
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３ 児童生徒等子どもの防犯力の育成 

 (1) 子どもの安全対策 

  ① 地域安全マップ作製マニュアルを市内各小学校、各区役所等に配布した。 

（市民局） 

  ② 各学校において、防犯教室や防犯訓練を実施し、犯罪に関する知識を身に付けさ

せるとともに、危険な場面に遭遇したときに安全な行動がとれるよう安全教育を推

進した。                             （教育局） 

  ③ 学校の安全教育担当者を対象として、学校安全教育担当者会及び上級救命講習会

を開催し、安全教育の充実と担当者の資質向上を図った。       （教育局） 

   ■安全教育担当者研修会への参加率 92.4％：182 校／197 校 

  ④ 小学校を中心とした児童生徒を対象として、防犯ブザーの購入費の補助を行った。 

                         （教育局） 

   ■防犯ブザー購入費補助申請率 62.1%：77 校／124 校（5,656 個） 

  ⑤ 不審者、痴漢、薬物乱用、出会い系サイト等各種安全教育パンフレットを配布し、

児童生徒の犯罪被害防止に努めた。                 （教育局） 

 

４ 女性、高齢者、障害者等の防犯力を高める 

 (1) 女性の安全対策 

  ① 女性向け防犯小冊子等を配布し、若い女性が犯罪被害に遭わないよう防犯意識の

普及啓発を行った。                        （市民局） 

   ■新入学女子大生への小冊子配布 2,500 部 

  ② 官公庁、学校、会社等の新任者や管理職などを対象として、セクハラ等防止研修

を開催するとともに、性暴力・ＤＶ・デートＤＶ・セクハラ防止啓発用リーフレッ

ト・ポスター等の配布を行い、女性に対する暴力の根絶や性犯罪の防止に関する啓

発を行った。                      （市民局） 

   ■セクハラ等防止研修 8 回 

■パンフレット・ポスター等の配布 149,450 部 

  ③ 各区において相談員による女性への暴力に関する相談・指導を実施するとともに、

エル・ソーラ仙台や仙台市配偶者暴力相談支援センター事業における女性への暴力

電話相談、面接による一般相談・法律相談、「配偶者暴力防止法」に基づく保護命令

の申立書作成支援等を実施した。 

                    （市民局・子供未来局・各区） 

   ■各区における相談件数：1,397 件 

   ■エル・ソーラ仙台における女性を対象とした相談 

・一般相談（面接・電話）：1,748 件 

・法律相談（面接）：245 件 

■仙台市配偶者暴力相談支援センターにおける女性を対象とした相談 

・暴力電話相談 週 5回実施：449 件 

    ・保護命令申立書作成支援件数：11 件 
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  ④ 民間で設置する緊急一時保護施設（シェルター）への補助を行った。  （市民局） 

  ⑤ 中高生等を対象として、デートＤＶ出前講座を開催し、若年層へのデートＤＶの

予防啓発を行った。                         （市民局） 

   ■デートＤＶ防止出前講座 9 回 

 (2) 高齢者の安全対策 

  ① 町内会や老人クラブ、市民センター、地域包括支援センター等において、出前式

防犯講座を実施し、振り込め詐欺や消費者被害防止、ひったくり防止対策など、高

齢者が狙われやすい犯罪について講話を行い、高齢者の防犯力の向上を図った。 

（市民局・健康福祉局） 

   ■出前式防犯講座 実施回数 33 回 

   ■地域包括支援センターにおける防犯講座 138 回 

  ② 地域包括支援センターや老人福祉センター、シルバーセンター、各区役所に対し

防犯啓発用パンフレットを配布し、防犯情報の提供を行った。     （市民局） 

   ■防犯啓発用パンフレット配布 5,500 部 

  ③情報が得にくい高齢者等へ消費者被害等に関する情報を提供するため、情報誌へ記

事を掲載するとともに、配食サービスを利用した啓発チラシの配布や、敬老会・敬

老乗車証配布時における啓発冊子の配布を行い、高齢者の防犯意識の普及啓発を図

った。             （市民局） 

   ■情報誌「シルバーネット」記事掲載 8回 

  ④ 町内会、老人クラブ等の地域団体、消費者団体等に対して、出前講座「くらしの

セミナー」を実施し、悪質商法等の消費者被害から守るため、学習機会の提供を行

った。                              （市民局） 

   ■出前講座「くらしのセミナー」実施回数・参加人数 33 回・1,089 人 

  ⑤ 高齢者に接する機会の多い民生委員児童委員や介護支援専門員（ケアマネジャー）

等に対して、消費者被害とその防止等について啓発を行った。     （市民局） 

■出前講座「くらしのセミナー」実施回数・参加人数 10 回・401 人 

 (3) 障害者の安全対策 

   障害者施設利用者及びその職員を対象とした防犯講習会を開催し、障害者の犯罪被

害を未然に防ぐための防犯知識の習得や防犯意識、安全対策の向上、情報提供等を行

った。                         （市民局・健康福祉局） 

   ■出前式防犯講座 実施回数・参加人数 7 回・99 人 

 

５ 防犯力向上のための情報の発信 

 (1) 犯罪情報、防犯知識の共有 

   市政だより、市ホームページ等各種媒体を活用し、犯罪発生状況や防犯情報を提供

するとともに、多くの市民に安全安心街づくりに関する各種イベントや各区で実施し

た事業内容、地域での防犯活動事例の紹介等の広報啓発を行い、防犯知識の共有と意

識の高揚を図った。                                   （市民局・各区） 
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基本目標２ 互いに協力し支え合う地域力の高い防犯の街づくり  

 

１ 地域コミュニティによる防犯活動の推進 

 (1) 地域コミュニティ全体による防犯の取り組み 

  ① 市ホームページや仙台市防犯協会連合会のホームページ、機関紙へ各地区におい

て取り組んだ見守り活動の記事を掲載して広報啓発を行うとともに、登下校時間帯

に子どもを見守る「学校ボランティア防犯巡視員」による巡視活動を行い、児童の

安全確保を図った。                  （市民局・教育局・各区） 

  ② 各区ホームページ等への掲載により、あいさつ運動を推進するとともに、登下校

見守り活動時のあいさつ活動を実施した。            （教育局・各区） 

  ③ 市政だよりに地域の防犯協会における防犯パトロール等活動状況の特集記事を掲

載し、地域における防犯活動の促進を図った。         （市民局・各区） 

 

２ 自主防犯活動の推進 

 (1) 市民の自主的防犯活動の促進、支援 

  ① 市民の自主防犯活動を支援するため、都合の良い時間を利用して気軽に取り組め

る「歩くボランティア」登録者の普及促進を図った。          （市民局） 

   ■歩くボランティア登録者数（総数）1,698 名 （平成 26 年度新規登録者数 96 人）                       

  ② 地域において安全安心街づくりに自主的に取組む団体等への活動費を助成し、運

営の支援を行った。                        （市民局） 

   ■自主防犯活動団体への助成件数（延べ）225 件 （平成 26 年度助成件数 17 件） 

  ③ 地域防犯団体等において視覚的効果の高い青色回転灯装着車両による防犯パトロ

ールを実施した。                      （市民局・各区） 

   ■仙台市内青色回転灯設置車両（地域団体等も含む総数） 255 台 

■青色回転灯登載広報車巡回広報（地域団体等の巡回広報回数を除く） 179 回 

 市民が自分の住んでいる地域や職場のある地域に関心や愛着を持ち、地域全体で問題

を共有し、その解決に取り組むことなどから生まれる連帯感は、コミュニティを強固な

ものにするとともに、犯罪を起きにくくする地域の防犯力を高めます。 

 東日本大震災の際にも、被災地域における自主的な防犯活動が一定の効果を上げてい

ます。犯罪被害を未然に防止するためには、「自分たちの地域は自分たちで守る」という

意識を持ち、地域住民が互いに力を合わせ支え合う積極的な防犯活動を行うことが必要

です。 

 大震災後の地域においては、子どもや高齢者等の安全を守るため、住民や団体が連携

して見守り活動を行いました。また、仮設住宅においては、新たな近所付き合いから始

まる絆づくり、住民同士の支え合いの中で、犯罪に強い地域社会の構築が進んでいます。

このような地域としての動きや、自主的防犯活動への支援、関係団体等の連携・交流を

促進することが肝要です。 

 さらに、犯罪被害に遭った方々に対しては、権利、利益の回復と平穏な生活を取り戻

すことができるように、地域社会の温かい理解と支援が必要です。 

○新  
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 (2) 既存の防犯組織の活性化 

   既存の防犯組織を活性化するため、各地区の防犯協会の活動を紹介する広報紙を広

く配布するとともに、仙台市防犯協会連合会のホームページや市政だより、フリーペ

ーパーに、地域安全運動の啓発や防犯講座の募集、振り込み詐欺防止対策等の防犯に

関する情報を掲載し、防犯知識の普及啓発を図った。また、防犯指導隊員・女性部員

等の資質向上のための研修会を開催した。        （市民局・各区） 

 

３ 地域と一体となった子ども等の見守り活動 

 (1) 子ども等の安全対策推進 

  ① 市立小学校 124 校において、敷地内や学校周辺、通学路等を巡回し、犯罪防止に

努める学校防犯巡視員「仙台まもらいだー」を増員し（警察官ＯＢ18 名→27 名）、

体制を強化した。 

② ＰＴＡや地域住民が登下校時を中心に地域の巡視を行う「学校ボランティア防犯

巡視員」による巡視活動を実施し、児童生徒の安全確保に努めた。   （教育局） 

   ■学校ボランティア防犯巡視員の組織率 100％・6,614 人 

  ③ 公用車、給食配送車、協力を得られた郵便局、協賛企業等の車両に、学校防犯車

両の位置づけである「仙台まもらいだー」のマグネットシートを貼り、子どもの見

守り活動を推進した。                       （教育局） 

   ■「仙台まもらいだー」車両登録台数 1,299 台 

  ④ 幼児・児童・生徒に危険が及ぶ恐れのある不審者等の情報を各学校に電話により

情報提供を行うとともに、児童館、保育所、市立幼稚園等へは適宜ＦＡＸにより情

報提供を行った。                   （子供未来局・教育局） 

  ⑤ 仙台市校外指導連盟（4回）、学校警察連絡協議会（5か所で各 3回実施）、地域ぐ

るみ生活指導連絡協議会（2回）等関係団体との会議において、安全確保に関する研

修や情報交換を行った。                      （教育局） 

  ⑥ 地下鉄全駅に「こども 110 番の駅」のステッカーを掲示し、緊急避難所としてい

るほか、学校警察連絡協議会が窓口となり、各学校単位で店舗や民家の協力を得な

がら「子ども 110 番の店（家）」の拡充を行った。      （教育局・交通局） 

   ■「こども 110 番の駅」掲示率 100％ 

  ⑦ 市立小・中学校の学区内を点検し、校外指導連盟を通して、危険箇所に設置する

「立入禁止」等の注意喚起の立て看板を配布・設置した。       （教育局） 

   ■「立入禁止」看板の設置本数 500 本 

  ⑧ 全市立小学校が、毎月第 2 金曜日の登下校時に警察・ＰＴＡ等関係機関の協力を

得ながら、一斉に学区内巡視を行う「防犯・子どもを守ろうデー」を実施し、児童

生徒の安全対策を推進した。                    （教育局） 

 

４ 防犯活動団体のネットワーク化の推進 

 (1) 地域における防犯施策の推進 

  ① 各区において、安全安心街づくり活動推進モデル地区を設定し、先導的かつ模範

的に安全安心な街づくりを推進できるよう関係団体との会議を開催した。（各区） 

○拡  
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  ② 関係団体と連携・協力して、防犯講座を開催するとともに、街頭キャンペーンや

防犯パトロール、振り込め詐欺防止の啓発活動を実施し、地域の防犯施策の推進を

図った。           （各区） 

 

５ 防犯リーダーの育成 

 (1) 地域防犯活動者の育成 

  ① 防犯指導隊・防犯女性部等研修会を開催し、資質向上を図った。 （市民局・各区） 

  ② 「仙台まもらいだー」等による「学校ボランティア防犯巡視員」育成指導のため

の研修会を実施した。                        （教育局） 

 (2) 地域防犯活動者等の顕彰 

   防犯功労団体、防犯功労者、防犯指導隊・防犯女性部 10年勤続表彰、20年勤続表彰、

退任感謝状等の表彰を行い、地域防犯活動者等の社会的評価を高めるとともに、活動

の活発化及び継続化を図った。                    （市民局） 

 

６ 犯罪被害者等の支援 

 (1) 犯罪被害者等の支援 

  ① 犯罪被害者への市民の理解を促進するため、周知広報用ポスターやパンフレット

を配布し啓発に努めたほか、犯罪被害者の支援を行っている「みやぎ被害者支援セ

ンター」への支援を行った。                    （市民局） 

  ② 住民情報システムの利用課において、住民票の閲覧制限に係る支援措置情報を参

照できるよう、住民情報閲覧制限を受け付けた。           （市民局） 

  ③ 犯罪被害者支援総合相談窓口（相談用直通電話）により、宮城県警察本部やみや

ぎ被害者支援センター等と連携しながら、被害者、家族等の支援を行った。（市民局） 
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基本目標３ 犯罪をつくりださない環境づくり  

 

１ 危険迷惑行為等撲滅への取り組み 

 (1) 自転車の迷惑走行対策 

  ① 自転車の交通ルールや自転車安全利用五則等のパンフレット、チラシを高校生等

に配布し、自転車利用に関するルールマナーの啓発と意識向上に努めた。 

                           （市民局） 

   ■市内高校の新入生への啓発用冊子の配布 37 校 10,794 部 

  ② 市内の中学校・高等学校において、スタントマンが交通事故現場を再現し、事故

の恐怖や衝撃を実感させる「スケアード・ストレイト方式」による交通安全教室を

開催した。                         （市民局・各区） 

   ■「スケアード・ストレイト方式」による交通安全教室 5 回開催  

③ 市内に自転車利用に係るモデル地区を 11 か所選定し、地域の住民や学校、警察、

交通指導隊等と協働し、安全に自転車を利用するためのルール・マナーを守る意識

の啓発や教育活動などに取り組んだ。             （市民局・各区） 

 ④ 自転車走行空間を創出するため、区画整理地内における路線において、自転車歩

行者道の視覚的分離を実施している。           （市民局） 

   ■視覚的分離（市道青葉通線・市道元寺小路福室線等） 

 (2) 放置自転車対策 

  ① 高校・大学等に駐輪場マップを配布し、駐輪場利用促進の啓発を行うとともに、

放置防止の啓発や駐輪場への誘導により、放置自転車に対する意識向上を図った。 

                            （建設局） 

   ■駐輪場マップ配布数 日本語英語併記 70,000 部、日本語中国語併記 5,000 部 

  ② 附置義務制度等による新たな駐輪スペースを確保した。       （建設局） 

   ■市営駐輪場・附置義務駐輪場整備台数 66,839 台 

   ■駐輪場利用台数 8,338,509 台 

  

 

 犯罪の未然防止には、個人や地域による防犯活動などのソフト面の対策に加えて、環

境整備などのハード面から、犯罪を生まないためのより積極的、主体的な取り組み、犯

罪をつくりださない取り組みが必要です。 

 市民の身近な生活環境の防犯性を高めること、そして、環境美化活動により美しい街

を維持していくことは、犯罪を誘引する機会を減らすことにつながります。 

 また、犯罪を誘引する可能性の高い迷惑行為を放置することは、軽微な犯罪を生み、

次第に重大な犯罪へとつながる危険性があります。このため、ごみのポイ捨てや落書き、

歩きたばこ等の迷惑行為を抑止する取り組みを推進し、犯罪を起こしにくい環境をつく

りだし、防犯効果を高めることが重要です。 

○新  
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 ③ 放置自転車の撤去を行い、路上放置の防止、歩行者の安全や道路機能の確保を図

った。                              （建設局） 

   ■年間撤去台数 12,838 台 

 (3) 違反広告物等対策 

  ① 市職員や業務委託による月 1 回以上のパトロールを行うとともに、一定の除却活

動及び違反指導を行った。                （都市整備局・各区） 

  ② 関係機関・団体及びボランティアと連携した除却活動を推進した。 

（都市整備局・各区） 

   ■違反広告物除却活動員 約 700 人   

 (4) 落書き対策  

  ① 消去剤等の物品の貸出制度について、市政だよりや市・区ホームページを活用し

た広報を行った。                      （市民局・各区） 

  ② 地域住民や関係機関・団体等と連携し、落書き消去を含めた環境浄化活動を実施

した。                           （市民局・各区） 

   ■環境美化・清掃活動 8 回 

 (5) 違法駐車対策 

  ① 「仙台市違法駐車等の防止に関する条例」に基づき、市内中心部で指定している

違法駐車等防止重点地域において、交通安全指導員が週 2回巡回・指導を実施した。 

（市民局） 

   ■違法駐車防止 

    ・活動回数 82 回 

    ・助言件数 4,498 件 

    ・不在車両への注意カード取付件数 93 件 

  ② 市ホームページへ記事を掲載し、違法駐車防止に関する周知啓発を行った。 

（市民局） 

  ③ 荷さばき駐車施策のあり方について検討を進めるため、「中央二丁目地区荷さばき

駐車施策会議」を開催し、市道駅前通線に荷さばき駐車帯を設置した。（都市整備局） 

 (6) ごみのポイ捨て対策 

  ① ポイ捨てしない人づくりを進めるため、キャンペーン等を関係機関等と連携して

実施した。                             （環境局） 

   ■全市一斉ポイ捨てごみ調査・清掃活動（アレマキャンペーン）参加者 2,999 人 

  ② ポイ捨てしにくい環境づくりのため、仙台まち美化サポート・プログラムを実施

した。                           （環境局・各区） 

   ■仙台まち美化サポート・プログラム参加団体数 202 団体 

 (7) 歩きたばこ防止対策 

  ① 市内中心部で指定している「歩行禁煙モデルストリート」内において、商店街等

の協力を得ながら横断幕や立看板、路面表示シール等の掲出、街頭キャンペーン等

を行い、「歩行禁煙モデルストリート」の周知啓発に努めた。     （市民局） 

   ■歩きたばこ防止キャンペーン数 10 回 

○新  
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  ② 市政だより、市ホームページ等を活用し、歩きたばこ防止の広報啓発を行った。 

（市民局） 

  ③ 各商店街振興組合と連携協力し、屋外放送など啓発活動を実施した。 （市民局） 

 (8) 管理不十分な空き家等対策 

  ① 地域要望等を踏まえ、空き家等の問題解決に向け、関係部署と協議し、連携して

対応した。                         （市民局・各区） 

② 市民から相談のあった空き家等の現況調査を行い、適正に管理されていない空き家

の所有者等に対し、管理不全な状態を解消するための必要な措置を講じるよう、条例

に基づく指導・助言を行った。                    （各区） 

 ■現況調査件数 762 件、助言件数 345 件、指導件数 8 件 

  ③ 適正に管理されていない空き地の所有者等に対し、除草等の指導や助言を行うと

ともに、除草についての広報を行った。          （健康福祉局・各区） 

   ■指導件数 877 件 

  ④ 適正に管理されていない空き家の所有者等に対し、空き家への侵入防止、周囲の

可燃物除去等の指導を行った。                   （消防局） 

   ■指導件数 敷地 39 件・建物 28件 

⑤ 各区役所窓口等での空き家条例リーフレットの配布や、各種相談窓口の紹介、各

種セミナー等における広報など、空き家の適正な管理を促す取り組みを行った。 

                               （市民局・各区） 

 

２ 犯罪機会を与えない防犯性の高い道路、公園、建物等の整備促進 

 (1) 道路の防犯対策 

  ① 公共施設周辺の街路灯の照度アップを行った。        （建設局・各区） 

   ■街路灯照度アップ箇所数 936 箇所 

  ② 私道への街路灯設置や維持管理等の支援を行った。      （建設局・各区） 

   ■私道街路灯新設補助件数 31 件 

   ■私道等の街路灯維持管理に関する町内会への支援件数 593 件 

 (2) 公園の防犯対策 

  ① 公園の死角を減らすため、樹木の剪定を行った。       （建設局・各区） 

   ■樹木を剪定した公園数 463 箇所 

  ② 暗がりを減少させるため、公園灯の新設・修繕等を行った。  （建設局・各区） 

   ■公園灯を新設・修繕等した公園数 135 箇所 

  ③ 公園の清掃や安全管理、見回り活動等を行うボランティア団体への支援を行った。 

（建設局・各区） 

   ■公園愛護協力会の結成（1,664 公園中） 1216 団体 73.1％ 

 (3) 住宅の防犯対策 

   防犯協会が地域の家庭を訪問し、防犯上のアドバイスを行う防犯診断を実施した。 

（市民局） 

 

○拡  
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 (4) 商店街の防犯対策 

   商店街による安全で快適な空間作りや環境整備を支援する施設整備補助制度の周知

を行い、2件の施設整備事業が実施された。              （経済局） 

 (5) 公共施設の防犯対策 

   公共施設の新・増・改築に伴う設計工事において、死角を解消し、見通しを確保す

る等防犯上の配慮を行った。(25 件)                （都市整備局） 

 

３ 子どもの安全に配慮した環境の整備 

 (1) 子どもの安全対策 

  ① 市立小学校・幼稚園・保育所等に導入されている機械警備等の定期点検や修繕等

により機能維持を図った。              （子供未来局・教育局） 

  ② 私立保育所等に、警備システム等の設置について呼びかけた。 

（子供未来局） 

   ■私立保育所警備システム等設置 107 か所中 96 か所 

  ③ 小学校の実情に応じた通学路の安全点検の実施とその結果を踏まえた指定通学路

の追加・廃止を行った。                    （教育局） 

   ■指定通学路の追加等 追加 5校・廃止 2校 

 

４ 地域における市民自らが行なう環境の整備 

 (1) 環境整備への支援 

   市民や町内会、防犯協会、学校生徒会、商店会組合等が行う自主的な落書き消去活

動に対して、消去剤等の物品の貸し出しを行った。            （各区） 

 

５ 地域における関係団体等による環境の整備 

 (1) 繁華街・歓楽街対策 

   安全安心街づくり活動重点地区に指定している国分町地区において、地元町内会や

事業所等と連携して、夜間パトロールや環境美化活動等の繁華街・歓楽街の環境整備

を行うとともに、路上における客引き対策についての検討を行った。   （市民局） 

   ■国分町地区夜間パトロール 実施回数 8回 

   ■国分町地区安全安心パレード 実施回数 1回 

   ■青葉区安全安心街づくり推進協議会と連携した環境浄化活動 実施回数 2回 

   ■国連防災世界会議に向けた環境浄化活動 実施回数 1回 

   ■国分町地区安全安心街づくり推進協議会客引き対策部会 開催回数 8回 

 (2) 関係団体・関係機関との連携 

   市民、事業者、関係団体、警察等により構成する「各区安全安心街づくり推進協議

会」や各種分科会、部会を開催するとともに、関係諸団体が連携協力して各種事業を

実施し安全安心街づくりを推進した。                  （各区） 

 

 

○新  

○新  
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第２ 平成 23 年度から平成 26 年度までの取り組み総括と課題等 

基本目標１ 市民一人ひとりの防犯力の向上  

●平成 23 年度から平成 26 年度までの取り組み総括● 

   平成 23 年度には東日本大震災後の仮設住宅における防犯講座を実施し、平成 25 年

度には地域における青少年のインターネット環境整備に係る各種取り組みを支援する

ために「青少年のインターネット利用環境づくりフォーラム」を開催したほか、引き

続き、児童生徒や学校職員、高齢者や高齢者に接する機会の多い民生委員・介護支援

専門員、障害者や障害者施設の職員など、対象者に応じた防犯講座を実施するととも

に、女性に対する暴力相談受付や各種防犯冊子等を配布し、市民の防犯意識啓発の取

り組みを行った。また、市政だより、市ホームページ、各種情報誌、イベントなどの

様々な機会を活用し、犯罪情報の提供や防犯意識の高揚を図った。 

 

●課題等● 

   防犯に関する各種講座の実施や様々な機会を捉えた啓発活動を行い、市民一人ひと

りの防犯力の向上に一定の成果があったと見込まれるものの、増加傾向にあり多様

化・巧妙化する振り込め詐欺等の特殊詐欺や、インターネットに起因する新たな犯罪

等について、被害を未然に防ぐために、犯罪の発生状況に応じた効果的な広報や意識

啓発のための取り組みを継続的に実施していく必要がある。 

 

基本目標２ 互いに協力し支え合う地域力の高い防犯の街づくり  

●平成 23 年度から平成 26 年度までの取り組み総括● 

   平成 23 年度には被災地や仮設住宅等を中心とした青色回転灯装着車両による防犯パ

トロールを実施し、平成 26 年度には市政だよりに防犯協会による防犯パトロールの特

集記事を掲載したほか、引き続き、自主防犯活動団体への助成や、防犯指導隊・防犯

女性部研修会を開催し、地域コミュニティや自主防犯活動による防犯の取り組みの推

進や、地域における防犯活動者の資質向上のための取り組みを行った。 

また、学校防犯巡視員「仙台まもらいだー」による巡回、「学校ボランティア防犯巡

視員」による巡視活動、「防犯・子どもを守ろうデー」の実施など、地域と一体となっ

た子供の見守り活動を実施し、子供の安全確保に努めた。 

 

●課題等● 

   地域の防犯協会や自主防犯団体の参加者の確保が課題となっており、防犯活動を継

続し発展させていくため、新たな人材を増やし育成するための取り組みや、地域にお

いて防犯活動に従事する団体間の交流・連携を図り、地域の防犯活動の質をより向上

させるための取り組みが必要である。 
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基本目標３ 犯罪をつくりださない環境づくり  

●平成 23 年度から平成 26 年度までの取り組み総括● 

 平成 24 年度にはスケアード・ストレイト方式による交通安全教室を新たに開始し、

平成 25 年度には安全安心な自転車利用環境の実現を図るため、「杜の都の自転車プラ

ン」を策定し、平成 26年には条例に基づく管理不全な状態にある空き家の助言・指導

を実施したほか、引き続き自転車利用に関するルール・マナーの順守、ごみのポイ捨

てや歩きたばこをしないことの啓発活動、放置自転車や違法駐輪対策など迷惑行為等

への対策を進めた。 

  また、引き続き、街路灯の照度アップや私道街路灯新設補助、公園の死角を減らす

ための樹木の剪定や公園等の新設・修繕等を行い、防犯性の高い道路・公園の整備促

進を図るとともに、小学校の実情に応じた通学路の安全点検などによる子どもの安全

環境整備や国分町地区における夜間パトロールや環境浄化活動を地元町内会や警察等

との協力により実施し、繁華街・歓楽街の環境整備を行った。 

 

●課題等● 

   地域住民や学校、行政等が連携したルール・マナーを守る意識の啓発や、学校等に

おける交通安全教室の強化等、自転車をより安全に利用するための取り組みや、歩き

たばこの防止についてのさらなる取り組み、空き家の適正な管理の呼びかけなど、迷

惑行為等を撲滅するための取り組みが求められている。 

また、街路灯の照度アップや私道等への街路灯設置、樹木の剪定等により、暗がり

や見通しの悪さを解消し、より安全で犯罪機会を与えない道路等の整備を進めていく

必要がある。 

さらに、引き続き、学校やＰＴＡなどと連携した子どもの安全環境整備や地元町内

会等と連携した客引き対策などの繁華街・歓楽街対策を推進する必要がある。 

 


